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京都議定書に代わり、2020年以降の国際的な温室効果ガスの削減の枠組みを

示す「パリ協定」が 11月に発効した。パリ協定は気候変動枠組条約に加盟する

196カ国のすべてが参加する初の枠組みであり、世界共通の長期目標として、産

業革命前からの気温上昇を 2℃より十分低く抑えるとともに、1.5℃未満に抑え

る努力を追求するという高い目標を掲げている。わが国も CO2排出量削減目標

として「2030年度に 2013年度比 26％削減」を掲げてパリ協定を批准したこと

から、この目標を達成して国際的な責任を果たさなければならない。 

 

このような中で、今般、環境省は 2015年度の国内の温室効果ガス排出量（速

報値）が、CO2 換算で前年度比 3％減の 13 億 2,100 万トンであると発表した。

前年度からの減少要因としては、電力消費量の減少や電力の排出原単位改善に

伴う電力由来の CO2排出量の減少に加え、産業部門や運輸部門におけるエネル

ギー起源の CO2排出量の減少などが挙げられるとしている。エネルギー起源の

CO2 排出量は温室効果ガス総排出量の約 90％を占めており、その約 40％が発

電に伴うものであることから、削減目標を達成するためには、再生可能エネル

ギーの導入拡大や原子力発電所の稼働そして火力発電所の高効率化や燃料切り

替え等により、発電源を如何に低炭素化するかが鍵となる。 

 

そこで原子力発電所の再稼働により減少した CO2 排出量に着目してみると、

図 1 に示すとおり、再稼働したプラントが 2015 年夏以降 3 基に留まった結果、

発電電力量全体に原子力が占める割合は 1.1％と極めて少ないものの、図 2に示

すとおり、発電分の CO2減少量 2,600万トンのうち原子力発電による減少量は

約 400万トンと見積もられ、その寄与割合は約 15％に及んでいる。このことか

ら、原子力発電による CO2排出量の削減効果が如何に大きいかが判る。 

 

わが国の 2030 年度の CO2 削減目標は S＋3E の確保の観点から検討された

エネルギーミックスに依拠するもので、大幅な省エネに加え、ゼロエミッショ

ン電源の割合を 44％（再生可能エネルギー22～24％、原子力 20～22％）とし

て算定されたものである。この目標を達成するためには、一基あたりの発電容

量が大きく、安定的な電源で、かつ CO2排出量削減効果の大きい原子力発電の

果たす役割は大きい。現状再稼働している原子力発電所の数は極めて少ないも

のの、引き続き審査が順調に進んで再稼働していく原子力発電所の数が増加し、

温室効果ガス排出量低減がさらに進むとともに、エネルギーの安定供給が確保

されることを願う。 

以上
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出典：図１.「電源別発電電力量構成比」（電気事業連合会） 

      「わが国の原子力発電所の運転実績」（日本原子力産業協会） 

   図２.「電気事業における地球温暖化対策の取組み」（電気事業低炭素社会協議会）    

※：上記資料の送受電端電力量（火力、原子力）及び温室効果ガス排出量（発電分）より算出。 
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図１．発電電力量（電源種別） 
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総排出量 13.62 13.21 

全体分 

4,100万トン減 

（3％減） 
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2,600万トン減 

（1.9％減） 
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原子力発電所再稼働によ

る減少分約 400 万トン※ 

（寄与割合 約 15%） 

図２．温室効果ガス排出量 

2,600万トン 

減少分 
 

  

原子力発電電力量内訳 

 
・川内 1号機：50.8億 kWh 

（2015.8.14～2016.3.31） 

  

・川内 2号機：35.5億 kWh 

 （2015.10.21～2016.3.31） 

 

・高浜 3号機：8.1億 kWh 

 （2016.2.1～2016.3.10） 


